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新しい年が始まりました。昨年は、新型コロナウイルス感染症が世界的に大流行し、大変な年

でした。感染拡大は止まることなく、さらに変異したウイルスも発見されるなど、私たちの生活

に大きな不安をもたらしています。

今年度のまとめをする大切な３学期です。コロナ禍での学校生活が続きますが、一人一人が意

識して、新型コロナウイルス感染症対策をしっかり行っていきましょう。

新聞やテレビで報道されているように、愛知県の新型コロナウイルス感染は拡大する一方です。

瀬戸市の感染者も、２７６名（１月１３日現在）と増加の一途をたどっています。予防をしてい

ても、かかるときはかかります。思いやりのある言動に心がけてください。

学校でできる予防行動をもう一度、確認しましょう！ これらは確実に実行しましょう！

＜感染予防 アクション１＞ ＜感染予防 アクション２＞ ＜感染予防 アクション３＞

手洗い マスク

感染症予防の基本です。 大きな声で会話しない マスクをつける意味を知
手で口や鼻や目を触らない 学校で完全に２ｍ離れて ることが大切です。
ようにし、食事の前に必ず 生活するのはとても難しい ①飛沫を飛ばさないため
手を洗えば、ウイルスは体 ことです。でも、大きな声 ②飛沫を浴びないため
内には入ってきません。こ での会話を避けることはで ③口や鼻を触らないため
めに手洗いをして、リセッ きます。マスクをしっかり 鼻が見えていてはいけませ
トすることが大切です。清 つけて、普通の声で会話を ん。また、給食を食べ終わ
潔なハンカチを持参するこ することで、ソーシャルデ ったらすぐにマスクをつけ
とも忘れないでください。 ィスタンスと同じ効果を期 ましょう。

待します。

のどや鼻の粘膜には、線毛（せんもう）という細かい毛のようなものが

びっしり生えています。ウイルスなどが口や鼻から入ってくると、ゆ

らゆら動いて外に追い出してくれる働きをします。でも、粘膜が乾く

と線毛はうまく動けません。空気が乾燥する冬場は特に、粘膜も乾燥

しやすいのでこまめに水分補給をして、のどや鼻の粘膜を乾燥させな

いようにすることが大切です。緑茶には、殺菌・抗菌効果のあるカテ

キンが含まれています。この時期の水分補給には緑茶がおすすめです。

また、発熱時や下痢、おう吐をしたときは、体から水分がたくさん失われます。そんな時

は負担が少なく吸収のよい経口補水液やスポーツ飲料がおすすめです。



kosugi

※ 毎朝の家での検温、忘れてしまう人がなかなか減りません。習慣化させましょうね！

丑年がスタートしました。本年もどうぞよろしくお願いします。落ち着いてほ

しいと願っていた新型コロナウイルス感染症。収まるどころか、どんどん拡大し

ていてとても心配です。学校生活、学校行事はどうなってしまうのか、日常生活

はどうなるのか、オリンピックやパラリンピックはどうなるのかなど不安材料は

尽きません。でも、恐れて立ち止まっているだけではいけません。予防対策をし

っかりすることと、規則正しい生活で免疫力を高めることで、立ち向かいましょ

う！ 一人一人の正しい行動が、自分と周りのみんなを救います！


